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家族ぐるみで参加し上 う 

～ 市民歩 こ う 大会～ 

たくましい体力と、ゆるがぬ精神力を養い、寒さに

耐えられる健康なからだをつくろうと、市民歩こう大

会を開きます。 

市民のみなさん、一家そろって参加しまし」う。 

ロ日 時 2 月25日（日）午前 9 時～ 11時 30分 

口会 場 旧五所川原第ー中学校々庭 

（岩木町り市民文化会館となり） 

ロ道 順 会場～寺町～大町～布屋町～鎌谷町～ 

松島団地（五一中）～川端町～会場約4km 

ロ大会順序 9 時 あいさつへ」お話し ク栄養と運動

と体力について （五所川原保健所長）へ一準

備体操 

9 時30分～ 11時 歩行 

11時 健康体操～あいさつ～歩こうの歌合唱 

11時30分 解散 

参加者には、記念バッチをさしあげます。 

1
9日
か
ら
新
館
で
診
療
 

昭
和
四
十
年
四
月
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
大
き
な
期
待
の
う

ち
に
着
工
い
た
し
ま
し
た
西
北

中
央
病
院
新
築
工
事
は
、
い
よ
 
 

い
よ
完
成
、
来
る
二
月
十
九
日

か
ら
新
し
い
本
館
で
診
療
を
は

じ
め
ま
す
。
 

こ
れ
で
西
北
中
央
病
院
は
西
 
 

北
五
の
基
幹
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
基
盤
が
と
と
の
っ
た
わ

け
で
す
。
 

い
ま
ま
で
の
外
来
診
療
棟
は

採
光
も
悪
く
、
ご
来
院
の
思
者

さ
ん
方
に
は
、
い
ろ
い
ろ
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
明
る
く
清
け
つ
な

新
館
で
気
持
ょ
く
診
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
病
院
と

し
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

ロ
新
し
い
本
館

（外
来
診
 

口
療
管
理
棟
）
の
ご
案
内
 

〇

階
 

外
来
診
療
室
（
眼
科
・
第

一

内
科
・
第
二
内
科
・
整
形
外

科
・
外
科
）
、
処
置
室
、
薬

剤
科
、
医
事
課
、
外
来
食
堂
 

〇

階
 

外
来
診
療
室
（
皮
ふ
泌
尿
器

科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科

産
婦
人
科
）
、
 院
長
室
、
副

院
長
室
、
事
務
局
長
室
、
医

局
、
会
議
室
、
応
接
室
、
図

書
室
、
研
究
室
、
事
務
室
 

（
業
務
課
・
管理
課
）
 

各
科
の
配
置
は
二
・
三
面
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
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本 館 外 科 入 院 室 中 央 手 術 場 3
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② 市政ニユース 
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4
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診療管理棟 

レントゲン・理療室 整形外科入院室 ー
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ー
階
 

地 ポ イ ラ ー・給食
下 

中 央 検 査 室 
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・

交
通
災
害
共
済

像
族
ぐ
る
み
の
加
入
を
 

営
の
基
本
的
な
実
態
を
は
あ
く

し
て
、
農
業
行
政
を
推
し
進
め

て
い
く
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
、
ね
ら
い
と
し
て
い
よ
す
。
 

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
し
た

ら
、
調
査
の
主
旨
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
し
て
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

一
日
一
円
（
年額
三
百
六
十

円
）
 
で交
通
事
故
を
補
償
す
る

交
通
災
害
共
済
は
、
三
月
一
日

か
ら
市
役
所
、
各
支
所
の
窓
ロ

で
受
け
つ
け
ま
す
。
 

家
族
こ
ぞ
つ
て
加
入
し
、
万

一
の
交
通
災
害
に
備
え
ま
し
よ
 

汰
ノ
。
 

な
お
、
具
体
的
な
こ
と
は
、
 

次
号
の
 
『
市政
ニ
 
ユー
ス
』
 
で

お
し
ら
せ
し
ま
す
。
 

2月“●リ 

3IぢE4I 
あ
み
や
 

わ
す
れ
 

杏
い
で
胸
 

申
比
ロ
 

も
総
委
 

い
で
収
 

④
 
市

・
県
 
民
 
税
 
の
 

申

告
を

お
忘

れ
な

く
 

市政ニユース 

こ
と
し
も
市

・
県
民
税
の
中

告
時
期

（
二月
十
六
日
ー
三
月

十
五
日
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
み
な
さ
ん
が
申
告

し
や
す
い
よ
う
に
、
各
地
区
ご

と
に
相
談
所
を
設
け
て
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

お
忘
れ
な
く
、
指
定
の
相
談

日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
税
務
署
に
所
得
税
の

申
告
を
さ
れ
る
方
、
県
税
事
務

所
に
事
業
税
の
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を

し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
 

ロ
申
告
し
な
け
れ
ば

ロ
な
ら
な
い
人
 

昭
和
四
十
三
年
一
月
一
日
現

在
で
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

は
、
全
部
申
告
し
て
く
だ
さ
い

未
成
年
者
、
老
年
者
、
身
体

障
害
者
、
寡
婦
、
生
活
扶
助
料

受
給
者
等
で
市
税
が
か
か

っ
て

い
な
い
人
で
も
、
そ
の
事
実
に

つ
い
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ロ
申
告
し
な
い
と
不
利
益
 

申
告
し
ど
せ
ん
と
諸
控
除
が

認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
税
金
が
 

・

耕
地
事
業
の
希
望
団
体
は

・
 

2
5日
ま
で
に
申
請
書
を
 

昭
和
四
十
三
年
度
に
耕
地
事

業
の
実
施
を
希
望
す
る
団
体
は

二
月
ニ
十
五
日
）
で
に
事
業
計

画
申
請
鼻
に
、
見
取
図
．
会
議

録
を
添
え
て
市
農
林
商
工
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

計
画
申
請
用
紙
は
各
支
所
と

農
林
商
工
課
に
あ
り
ま
す
。
 

ロ
対
象
事
業
種
目
 

〇
農
道
施
設
事
業

（
補
修
、
新

設
、
改
良
、
護
岸
、
橋
梁

暗
渠
、
そ
の
他
）
 

〇
か
ん
が
い
施
設
事
業
（
頭
首

工
、
溜
池
、
分
水
工
、
水

門
、
掛
樋
、
用
排
水
路
、
 

新
設
、
改
良
）
 

〇
そ
の
他
の
事
業
 

非
常
に
高
く
な
り
不
利
益
で
す

ロ
申
告
書
の
お
願
い
 

配
布
し
た
申
告
書
は
、
紛
失

し
な
い
よ
う
に
期
日
が
く
る
ま

で
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
市
役

所
に
は
余
分
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
申
告
の
際
は
か
な
ら
ず
配

布
し
た
申
告
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 な
お
、
申
告
書
の
書
き

方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
は
、
 

書
か
な
い
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
 

ロ
ご
持
参
す
る
も
の
 

①
申
告
書
と
印
か
ん
 

②
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

③
所
得
金
額
か
ら
差
し
引
く
も

の
が
あ
る
と
き
は
．
そ
れ
を
証

明
す
る
書
類
、
領
収
証
な
ど
。
 

④
給
与
所
得
者
で
、
給
与
支
払
 
 

報
告
書
を
市
役

所
へ
提
出
し
た

方
は
、
特
別
の

事
情
（
雑
損
控

除
、
医
療
費
控

除
等
を
受
け
る

と
き
）
が
な
い

場
台
は
、
申
告

を
し
な
く
て
も

よ
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す

給
与
所
得
以

外
に
、
別
の
所

得
が
あ
る
と
き

は
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
 

・

農
業
基
本
調
査
に

：
‘・

ご
協
力
く
だ
さ
い
 

農
業
基
本
調
査
が
、
二
月
一

日
現
在
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
本
県
農
業
経
 

五
所
川
原
市
消
防
団
の
出
初

式
は
、
二
月
三
日
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
新
田
町
に
集
合
し

た
千
二
百
人
の
団
員
と
消
防
ポ

ン
プ
十
六
台
は
、
布
屋
町
通
り

を
分
列
行
進
、
本
町
通
り
で
花

火
を
合
図
に
放
水
演
習
の
あ
と

市
民
文
化
会
館
に
集
ま
り
、
ま

と
い
振
り
の
披
露
な
ど
が
あ
り

勇
壮
な
出
初
式
が
終
り
ま
し
た
 

（
分
列
行
進
の
消
防
団
員
）
 

勇
壮
 

な

出
初

式
 

男女合同除厄祈願祭 

昭和43年五所川原市内合同除厄祈願祭

をおこないます。希望者は、申し込みく

ださい。 

対象者は、男子42歳（昭和 2 年生まれ） 

女子33歳（昭和11年生まれ）の方。 

ロと き 3 月 3 日（日）午前10時

ロと こ ろ 市民文化会館 

口会 費 2.000円 

口申込メ切 2 月20日 （火） 

ロ申込場所 市役所、元町、荒谷初三

市役所各支所 平和町、山川竹三 栄

町、蒔田博彰 田町、平山忠義 新町

佐4木康智 鎌谷町、蒔苗昭三 布屋

町東町弥生町、大野靭子、三上昭二

柳町、佐々木節夫 川端町、山形弘子

岩木町寺町、川村謙治 本町、鰐田清

昭 錦町、江良俊夫 幾島町柏原町、 

境勇造 新宮町、三上昭造 大町、 

対馬忠夫 旭町、成田保久 敷島町、 

飛島良正 雛田町」松本政治 上平井

町、津川武雄 中平井町、荒関宏 下

平井町、竹内悦子 松島町、団地管理

事務所 小曲、三浦武美 
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